
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会回覧 

交通安全情報北広島 №１ 

北広島市交通安全運動推進委員会 

令和 4 年 4 月 1 日発行 

 

運動期間 ４月６日（水）～４月 15 日（金） 

年間スローガン 【ストップ・ザ・交通事故 ～ めざせ 安全で安心な北海道】 

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合 計

発生件数 13 7 5 9 5 12 11 12 7 12 5 14 112

死 者 数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

傷 者 数 15 12 5 10 5 13 11 14 7 14 8 17 131

令和 3 年中、交通事故の発生件数は 112 件で前年比 1 件増加し、死亡事故はありませんでした。 
昨年は、7 月と 12 月が前年より大幅に増加しましたが、3 月、5 月、11 月に減少したことによ

り前年とほぼ同数の発生となりました。道路別では、市道と道道の発生が減少したのに対して、国道
が 11 件増加しており、交通量の多い国道や道道における事故が 71 件発生しています。 

車を運転する方は、周囲の車や自転車の動静に注意し、スピードダウンと車間距離の確保に努め、
交差点や横断歩道においては、左右の安全確認を確実に行いましょう。 

歩行者の方は、交通ルールを守り、夜光反射材、明るい服装の着用に心がけ、自分の命は自分で守
るという意識を持ちましょう。 

 

ご入学・ご入園おめでとうございます 

運動重点 ○ 子供を始めとする歩行者の安全確保 
     ○ 歩行者保護や飲酒運転根絶等の安全運転意識の向上 
     ○ 自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保 
     ○ スピードダウンと全席シートベルト着用 
交通事故死ゼロを目指す日 4 月 10 日（日） 

飲酒運転は犯罪です。「飲酒運転をしない、させない、許さない」 

 春の訪れとともに、今年も入学（園）式の季節となりました。 
 たくさんの希望を胸に、元気に登校、登園する子ども達の姿が見られます。 
 今春、市内の小学校には、約 400 人の新 1 年生が入学されます。 
 子ども達は、少しずつ保護者から離れ、「独り立ち」がはじまります。 

保護者の方は、子どもの成長を喜ぶ反面、交通事故に遭わないかなど、様々な面で心配も多
くあるでしょう。 
 交通事故防止のためには「自分の命は自分で守る」という意識付けが大切であり、交差点
や横断歩道を渡る際は「止まる・見る・待つ」を身体で覚えさせることが大事です。 
 また、毎日の通学路について、どういうところが危険なのか、子どもと一緒に 
子どもの目線で確認しておくことも必要なことです。 
 かけがえのない子ども達を、家族・地域で見守っていきましょう。 

「いのちのパネル展」の開催 （主催 北海道交通事故被害者の会 いのちのパネル展実行委員会 後援 北広島市）  
４月 1 日から４月 7 日までの間、エルフィンパーク交流広場において開催されます。 
交通事故の被害者家族による手記が展示されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者・自転車の交通事故防止 

デイ・ライト運動は、自動車を運転中、昼間からライトを点灯させることにより交通事故防止を図る運動です 

昨年、市内では、交通事故により歩行者 15 人、自転車８人が負傷しています。 
道路は、多くの車、自転車などが通行するところですが、車の運転手の中には、「前をよく見て

いない」、「周囲の車や歩行者等の動きをよく見ていない」、「前や左右の安全を確認していない」こ
とにより、多くの交通事故が発生しているのが現状です。 

歩行者や自転車利用者の方が、交通事故に遭わないために、次のことに注意しましょう。 

① 交通ルールを守ること 
～特に信号と一時停止。歩行者用の信号が点滅したら渡らない。 

② 急に道路に飛び出さないこと 
～必ず立ち止まり、左右の安全確認をする。自転車が車道に出 
る時も一旦停止して左右の安全確認を行う。 

③ 自転車は、日頃からブレーキ等を点検し、ヘルメットの着用、 
保険の加入に努めること 

④ 歩行者に限らず、自転車も夜光反射材の活用と明るい服の着用に心がけること 

高齢者の交通事故防止 
昨年、市内では、112 件の交通事故が発生し、そのうち高齢運転者が原因となる交通事故が 30

件（26.8%）で、全負傷者 131 人のうち高齢者は 7 人（5.3%）でした。 
一方道内では、高齢者が原因の事故が 27.8％、全死傷者のうち高齢者が 14.4％であり、全道

と比較すると、市内の高齢者の割合は少ないと思うかもしれません。しかし、道内の死者数 120
人のうち高齢者が６割超の 78 人であることから、今後も油断することなく、次のことを参考に
して、事故を起こさない、事故に遭わないようにしましょう。 

① 自分の現在の体力、能力、技術に応じた運行計画と速度で運転すること 
② 年齢とともに体力・判断能力が低下し、視野が狭くなっていることを自覚すること 
③ 交差点での安全確認、一時停止場所での確実な停止など交通ルールを 

守り、信号や標識を見落とさないよう運転に集中すること 
④ 全席シートベルトを着用すること 

～特に、後部座席が未着用の場合、前席の人の命にかかわるので 
必ず着用する。 

⑤ 体調のすぐれない時は、運転を控えること 
⑥ 歩行者は、明るい服装の着用、夜光反射材の使用に努めること 

「サポカー補助金」って何？ 
  ６５歳以上の方が、衝突被害軽減ブレーキ等の先進安全技術を搭載した安全運転サポート車

（新車、中古車）を購入すると最大 10 万円の補助が受けられる制度です。車の買い替えを検
討されている方は、販売店に相談してみてください。 

横断歩道は歩行者優先！ 
車の運転免許を取得する際、「横断歩道を横断または横断しようとする歩行

者がいるときは、横断歩道の直前で（停止線があるときは停止線で）一時停止
し、かつ、その歩行者の通行を妨げない」と習っています。 

しかし、横断歩道で渡ろうとしている歩行者がいても、７割くらいの車が停
止しません。そのため、渡り出した歩行者に衝突する事故が後を絶ちません。    

この時期、新入学児童をはじめ子ども達が道路に飛び出してくることがあ
ります。横断歩道付近では、歩行者に注意して、やさしい運転をしましょう。 

また、歩行者は、横断する意志を表示するため、渡る前に手を挙げて、車に
合図することも事故に遭わないための方法のひとつです。 


